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1 ．　 ま え が き

　周知の よ うに， 日本は世界で も有数の 地震国で

ある．な か で も東海道メ ガ ロ ポ リス と言わ れ る地

域 は ， 相模湾付近 ， 東海道沖 ， 南海沖な どい わ ゆ

る 日本列島の 地震の 巣 と呼ばれ る震源 の 密集分布

地域 に接 し ， 今 日ま で 多数 の 地震 の 発生 が記録さ

れ て い る ．こ の 東海道メガ ロ ポ リス に昭和 39年

10 月新幹線 が 登揚 し て 以来 今 日 12 年め を迎え

る．こ の 問 1人 の 乗客の 人命 をも失 うこ とな く，

すで に利用乗客数は 10 億人 ， 列車 の 走行距 離は

約 3 億 5000万 km （地球 と月 を約 450往復）に

達する ま で に急成長 し
， 現在 1 日列車本数 250本 ，

1 日利用客 （東京〜博多間）50 万人を運ぶ H本列

島の 大動脈 の 役割 りを果 た し て い る．読者 に と っ

て ， 210km ！h の 高速運転を行 う新幹線が地 震 に

対 し て ど の よ うに安全 を保証 し て い るか とい う問

題 は関心 の 深 い と こ ろ で あろ う．こ の 誌上に お い

て，地震時の安全に関 して どの よ うな装置が設置

されて い るか ， また開業以来今 日ま で の 地震に対

して採 られた対策な らび に 実績な どに っ い て概要．

を紹介す る こ とと し た い ．

2． 対震列車防護装置 に つ い て

　
一般 に地震動に対処す る鉄道防災の方法には，

次の 3 種類が ある と考え られる．

　（1） 地震動自体を制御する ．

　  　地震動に抵抗 し得る よ うに土木構造物な ど

地上施設 の 強度を確保す る．

　  　地震時に装置 の 機能 を一時 的 に制 御 す る

（列車 を緊急停止 させ る）．

　（1）の 方法は現在で はまだ実現され得ない ．  の

＊
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方法は構造物の 設計段階に震度法に よ り強度をチ

＝ ッ ク され て い るが ， 複雑な地 震動に現実に遭遇

した とき に耐え得 る破壊の 限度は必 ずしも明確で

はない ．しか しながら，経済性 の範囲におい て 耐

震強度をで きる限 り強 め る こ とが重要で あ るの は

言 うまで もな い ．（3）は地震動を初期の 微動に お い

て は あ く し ， そ の 情報にも とつ い て 列車走行とい

う機能 を一
時的に制御 （列車停止）する方策で あ

り，新幹線にお い て初めて採用 され る こ とに な っ

た．国鉄にお い て ，地震時に最 高速 度 210km ／h

の 高速運 転にあ る新幹線の 安全 を確保す る た め

に
， 地震検知 と同時に 可能な限 り早 く列車を 自動

的に停止 させ る こ とが決定され た の は 昭和 39年

6月 16 日に 発生 し た新潟地 震の 直後で あ っ た ．

こ の とき検討 され た列車制御シ ス テ ム は ， 線路構

造物の被害に結び つ く地震動の 大き さを即時に 判

断す る性能を有す る特殊な地震計か ら制御信号 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

／L
　

送 り，制御信号出力 と変電所 の し ゃ 断器 とを連動

させ て ， キ電を停止 し ， 列車に非常制動をか け る

とい う内容で あ っ た （東海道対震列車防護装置）．

当時 ， 制御用感震器 と言われ る もの は ， 原子 力発

電所 の 原子炉本体に取付けられた もの がある程度

で あ っ た が ， 国鉄で は 新たに改良を行い ，AJA −2

形制御用感震器を開発 し，東京大学生産技術研究

所に 性能試験などにつ い て の 研究を委託 し た．性

能試験に続 い て 昭和 40 年 8 月か ら制御用感震器

の 設置工 事を行 い ，同 11 月か ら対震列車防護装

置 と し て使用す る こ ととな っ た．

3． 制御用感震器 に つ い て

日本機械学会誌 第79巻 第694号

　3・1　水平動 加速度地震計　　地震動の もつ 種 々

の性質 （振幅 ， 周期 ， 継続時間 ， 方向）が どの く

ちい の 規模にな っ た ときに線路構造物に ど の よ う

な震災が生 じ るかを決める こ とは きわ め て 困難で

は あるが，構造物は地盤動の 上下動 よ りも水平動

に起因 し て破壊 され る とされ て い る と こ ろ か ら制

昭 和 51 年 9 月
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御用感震器 とし て使用す る地震計は水平動加速度

タイ プ の もの が結論 され た．加速度比例 の 出力が

得 られ る地震計 と して は，加速度形振 り子 に検出

接点を設ける 方式 を採用 したが こ の 方式は振 り子

の 固有周波数が高 く長周期大振幅の 地震動 まで使

用可能で 低サ イ ク ル の 性能が よ い ．ま た電気式 に

比 べ て 故障が少な く， 高周波の 振動に対 して感度

が下が っ て い るの で 雑振動に よ る誤動作防止性能

がよ い な どの 利点をもつ もの と思われ る．
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図 1　制御用感震器
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　 AJA −2形の 構造は ， 地震 の 方向を全 く予想で き

ない た め に ， 水平全方向に自由に動 くこ と の で き

る等方性倒立振 り子 を使用 して い る。振 り子 の 上

には 10 個の検出接点を等間隔に 設 け て方向性 の

誤差 を最少限に して い る，また こ の全方向形振り

子 に対 し て は ，ど の 方向の 動きに対 して も均
一

な

制動力の かか る減衰器が必要で あり，これを実現

するた め に特殊な空気減衰器を設計し て い る （図

1）．

　 3・2　周波数お よ び設定加速度 の 範囲　 構造物

に 被害を生 じ る地震 動 は通 常 10c／s ま で と考 え

られて い る が，加速度計振 り子 で は こ の 周 波数範

囲に お い て ± 10％程度の精度を有す る．また機械

式加速度計の場合，設定加速度範囲は機械的な限

界 （た とえば振 り子固有振動数 ， 振 り子拡大倍率 ，

検出接点の 間隔な どの 限界）や ， 減衰器の 能力に

よ っ て決まる が，AJA −2 形で は 40〜300　galの 範

囲で あ る ．制御用感震器 と し て使用するに あた っ

て は，検出接点 の 間隔 を調整する こ と に よ り， こ

の 間の 任意の 加速度値に設定する こ とが で きる，

　3・3　制御回路な ど　 感震器の 検出接点が閉じ

た ときの 信号を一定時間自己保持 し自動復帰する

機能に 対応 して トラ ン ジ ス タ と リレ
ーの 組合せ 回

路が付属 し て い る．

以上 ， 制御用感震器の構造の 概要を述べ たが ，

新幹線に お け る 実用 の シ ス テ ム （対震列車防護装

置）を図式化 し た もの が図 2 で あ る．新幹線東京
〜 博多 （約 1069km ）の 沿線約 20　km ご と に 48

箇所ある変電所な らびにキ電 区分所 内 に AJA−2
形制御用感震器 （加速度設定値 40 お よび 80gal）
2 個と

， 地震記録用 の SMAC 形強震計 （SMAC

　　　とは Strong　Motion 　Accelerometer　Com ．

　　　mittee の略） 1台が格納 され る建屋 （耐震

　　　ハ ッ ト）がある （図 3， 4， 5）．感震器す え

　　　付け の ための基礎は ， 変電所の 原地盤に約

i2m貫入す る鏘 ・ ン ク リ
ー

トくい で支持

　1　 す る厚 さ約 1m の コ ン ク リー
ト （O．5m は

　1　 地盤内に入れ る）で あ り，原地盤の 地 震動

　i　 に連動して感震器が作動する こ とを期待 し
　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I
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図 2 新幹線対震列車防護装置 の シ ス テ ム

（16 ）

て い る．地 震動が 40gal に達する と感震器

が作動し て，リ レ ーを介 して制御信号 を発

する．こ の信号を受けて 自変電所な らび に

両側の 隣接変電所 の しゃ 断器は解放 され，

約 40km 間 の 線路が停 電 す る．停電 と同

時に列車には非常制動 が作動 し て列車は停
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（a ）制御用感震器内部

　　　 （b） 強震計内部

図 3　制御用感震器および強震計

Vr　
‘
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（a）対震ハ ッ ト外観

（b＞ 対震ハ ッ ト内部 （向こ う側感震器 2 台，

　　手前側強震計）

　　　　　 図 4 対震 ハ ッ ト

図 5 新幹線制御用感震器 （AJA −2 形）お よ び 強震 計 （SMAC 形 ）配 置 図

　　　　　　　　　　　 （17 ）
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止 する．ま た， 総合指令所 には地震発生 とそ の 区

間 の 情報が伝達され表示する こ と と な っ て い る ．

なお ， 80gal感震器が作動 し た とき も， そ の 発生

が総合指令所に伝達 され る ．40ga1 感震器だけが

作動 し た場合は ， 停電 5 分間経過後地震動 の 終了

を確認 し て 列車運転を再 開し ， 定常の 運 転に復帰

す る こ とに な っ て い る ，しか しな がら， 80gal 感

震器が作動 した ときは ， 線路な どに異状が発生 し

て い る こ とも危 ぐされ る の で 線路 ， 電気な どの 地

上保安職員が所要の 区間を目視巡回する規則にな

っ て お り， 点検に よ り異状の な い こ とを確認 し た

の ち列車運転 を再 開する．

4． 対震列車防護装置の 実續

　昭和 40年設置以来今日まで （昭和 51年 3月）

の 感震路作動の 実績 を表 1 に 示す．SMAC 形強

震計に よる主 要な地 震動の 記録は表 2 に示す．

　 80　gal 感震器が作動する場合は ，隣接変電所 の

感震器が作動する揚合が多い が ， 局部的な地震で

は
一
変電所だけが単独 に作動する．平均すれ ば，

80gal 以上 の地震動は 6 箇月 に 一
度発生 して い

る ．昭 和 40年 11月以来 80gal 以 上 の 地震 動は

15 回で あ り ， こ の うち 7 回の 地震動は ，
2 箇所以

上 の 変電 所 に お い て 80ga1 以 上 が記録 さ れ た

（表 2 ）．新幹線 の 震害の 最大 の も の は ， 対震列

車防護装置設置以前の 昭和 40 年 4月 20 目に 静岡

県大井川河 口 を震 源 とす る M （マ グニ チ ュ
ー ド）

＝6．1 の 地震が あ り， 静岡鉄 道 管理 局庁 舎内 の

SMAC 形強震計が 110　gal の 加速度 を記 録 し た

ときに発生 した線路お よび築堤 の 変状で ある （軌

道狂V・20m 皿 ， 路盤沈下 80　mm ，橋 りょ うの デロ

ッ ク 高欄倒壊 90m ）．こ の ときは
， 送電線な ど の

障害 によ り，受電用 しゃ 断器が 自動 し ゃ 断 とな り

停電 し たた め に列車に対する支障は 発生 し な か っ

た ．表 2 に示 すよ うに，地震動の 最大値は昭和 49

年 5月 9 目下 田沖地震の ときの 沼津変電所の 217

gal で あ る．こ の 地震動の P−S 時間 （地震動 の 初

動か ら主要動まで の初期微動継続時間） は 8．8s

で ， 卓越周期は O．3s であ っ た， こ の とき線路に

わずかな軌道狂い が生 じた．地 震動によ り線路な

どの 地上設備に 異状が発生 した こ とは，今 日まで

こ の 2 回で ある ．

　対震列車防護シ ス テ ム運営上現在の 問題点の 一

つ は ，
80gal 感震器作動時に行われ る地 上巡回に

時間を要する （1回あた り所要時分の 平均値 150

分）た め に，地上巡回 の 間列車が現地 に停車する

こ とで あ る．こ の ため に ， 輸送障害が大き くな り，

混乱が連鎖的に波及す る こ と に な る． こ れ に 対

しては ， 過去 の 地震時の 地 上巡回 の 技術経験を生

か し て ，地上巡回の 方法の 能率化 をは か る など し

て ， で きるだ け早期に列車運転を再開す る こ とが

必 要 とな っ て きて い る ．

5． 今後 の 新幹線地震 対策 の 方向 に つ い て

　現行の 新幹線 の地震対策 （対震列車防護装置）

に つ い て は ， すで に述 べ た と こ ろ で あ るが ， 今後

の 全国新幹線鉄 道網の 建設に あた っ て地 上施設な

らび に高速走行の 安定性に つ い て の 研究 をさ ら に

深 め る こ とを目的 と し て ， 国鉄に お い ては，昭和

48 年度か ら新幹線 の 地震対策に関す る研 究委員

会 を設けて い る ．こ の 研究委員会は，地震早期検

知分科会 ， 地盤動分科会 ， 構造物設計分科会，走行

安全分科会の 四 つ の分科会か ら構成され ， 地震動

と新幹線 の高速安全走行 との 間に介在するすべ て

の 技術的研究テ ーマ を と り上 げ， 最大限 の 技術的

解明 と対策につ い て検討を行 っ て い る．

　地震動 の 早期検知の技術は ， 現在研究開発途上

にある地震予知シ ス テ ム の 成果に よ っ て 達成 され

る可能性がある が，早期検知分科会に おい て は ，

現行の 対震列車防護 シ ス テ ム の拡大 と改良を試み

表 1 感 震 器 作 動 の 実 績

地 震動 の 回数 （年度）
昭 和
40 ．

・・ 142 ・・ 44　i45464748
−

495 ・ 計

40gal 以　上

80gal 未　　1黄
1　 　 10

80gal 以　上

…■⊥⊥⊥⊥ ．

　 　 　 　 　 　 1　　 　 2　 　 　 1

53 　　 　 3142

・ 1
”

・

’−

421 ・5

気 象 庁 発 表 の 震 度 V 0 ・　 ・　 …　　　 1・　 ・ 1 ・

気 象 庁 発 表 の 震 度 IV 1 … 　 　 2 ・ i・ ・ 8

（18 ）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Mechanical Engineers

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Meohanioal 　Engineers

新幹線 の 対震列車防護装置 に っ い て 823

て い る．地震時に列車運転を早期に制御す る た め

に線路沿 い の 変電所以外の ，震源地に よ り近 い 地

域に検知地震計を設置 して ， 線路か らの 距離に相

当する地震波 の 走時の 差だ け時間的 に早 く地震を

検知する．それ と同時に，こ の 検知地震計に よ っ

て記録 され る 地震波 の 初期微動波形 を瞬時 に判定

す る こ とに よ っ て ， 線路に影響を与 える地震動で

あるか ど うか ， また線路地点にお ける地震動の 主

要動 の 規模は どの 程度の もの で あ るか を判別 し よ

うとす る試み で ある。こ の 早期検知 シ ス テ ム は，

試験的に東北新幹線にお い て 太平洋を震源 とす る

地 震を対象とし て ， 岩手 県宮古付近 の 太平洋岸 に

検知地震計を設置する計画で ある。地震動 の 初期

波形 の 解析データ を搬送し て ， 早期列車制御 の 指

令 と結び つ ける とい う構想で あるが，現在 の と こ

ろ地震動 の 初期判別 に 取 り組む べ き種 々 の 課題 が

ある状態で ある．

　地震動を受けた ときの 土木構造物の 挙動に つ い

て は ， い まだ解明されない 点は少な くない が ， 地

震動に対 し て よ り安全な構造物の 合理 的設計法 を

表 2 主 要 な 地 震 動 の 記 録

年朋 ・・剰 震 源 地 震度 （気象庁発表）

43．　 7．　 1

　 19 °45 ’

規模M1 感 震 器 の 作 動 状 況

46．　 1．　 5

　 6°09「

47．　 2．2918

°
23 ’

埼 玉 県 中 部

　 N36°E139°

　 h ＝ 50km

島

野

島

代

三

長

大

松

京

子

屋

松

　

　

古

東

銚

名

浜

W

皿

且

1

6．1

80ga王以上　大

40gal以上　熱

（95）

（40）

崎 ， 平

海，沼

（89）

（55）

塚

聿

渥 美 半 島 付 近

N34．5°E137．04°

　 h＝40km

W

皿

HI

八 丈 島 付 近

N33 ．3°E141 。3°

　 h ＝ 40km

名古屋

浜 松 ， 大 阪 ， 岐 阜

東 京 ， 京 都 ， 三 島

横 浜

浜横京

岡

阪

東

静

大

W

皿

1

6，1

80ga1 以上

49．　 2．10

　 17
°
52’

愛 知 県 西 部

N35 ° E136．9 °

　 h＝ 20km

皿 　名古屋 ， 彦根 ， 奈良

　 飯 　田，敦 賀， 津

H　大阪，岐阜，伊良湖
’

　 甲 　府

1 東 京，京 都，浜 松

　 福 井，尾 鷲

40ga1 以 上

塚

の

城

　
島

磊

 

嚮

　

　

　
　

ヰ

凡

）

安

新

二

 

凡

高

酪
菊

 

働

新
（

新
　

大

7．2

80gal 以 上　熱　　　海，沼

　 　 　 　 　 　 （105）

40ga1 以 上　大　崎，平
　 　 　 　　 （49）

　　　　　 岩 渕

　　　　　 （52）

　　　　 津
　 　 （84）

　 塚，鴨 宮
（50）　　　（40）

49．　 2．2413

°15’

5，3

天 竜 川 下 流

N34 ．9°E137 ．9°

　 h・＝20　km

H 　浜　松 ， 御前崎

1　名古屋，静　岡

4．6

80gal 以上　新 批 把 島 ， 新 関 ケ 原
　 　 　 　 　　 （84）　　　　　　（156）

40gal 以上 大 塚 ， 安 城 ， 大 高

　　　　　 （73）　　　（74）　　　（56）

　 　 　 　 　 新 米 原，五 箇 荘
　 　 　 　 　　 （76）　　　　　　　（68）

80ga1 以上

49． 5． 9 下 田 沖

　 　 　 　　 　 N36 ．1° E139．9°

　 8Q33t
　 　 　 　 　 　 　 　 h ＝ 20km

　

岡静

松

　

瓜横

浜

暫
京

石

三

束

VW

皿

新 菊 川，新 磐 田
（88．5）　　　　　　（195）

40ga1 以上　な し

6．8

80gal以上

40ga1 以上

50． 3．14 　愛知 岐 阜 県 境

　 　 　 　 　 　 N35 ．3 ° E136 ．89
　 22°58／
　 　 　 　 　 　 　 　h＝40km

皿　名古屋 ，敦賀 ，四 日市

　 福　井，京　都

H 静 岡，津，甲 府

1　 大 阪 ， 浜 松 ， 網 代

　 御前崎，前橋，東京

5．3

熱　海，沼　津，新菊川
（122．6）　（217．5）　（119）

鴨 宮，岩 渕，清 水
（77．4）　　（44）　　　（60）

焼 津
（58）

80gal 以上

40ga1 以上

大高 ，新批把島 ，新関 ケ原
（81）　　（76．3）　　（112．5）

羽 　 　 島 ， 新 米 原
　（41．3）　　　　　（41．3）

（19 ）
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824 石 沢 應 彦，望 月 迪 男．芦 田 雄太郎

確立す る こ とが地盤動分科会 ， 構造物設計分科会

の 目的で あ る．

　橋 りょ うは，一般に くい な どの 土 中構造物で支

持 され る橋台， 橋脚 ， 高架橋柱と ，
こ れ らの上部

に位置する橋 けたな どか ら構成されて い る．地震

動 くい な ど土中構造物 （基礎構造物）の変位との

関連 は ， 地盤 の 物理 的な特性値 ， 土 中構造物 の 物

理 的，形状的要素 （た とえば，くい の形状，剛度

など）に よ っ て 決定され る と思われ る，

　地盤条件 を前提 として 設計され た既存の基礎構

造物 をみる と， 地震動に対 し て は定性的に抵抗形

と追従形に区別 され るが ， 今後 の 研究テ ーマ は理

論解析 の みな らず，実験な らび に過去 の 地震記録

を活用 して ， 地震動 と基礎構造物 の 挙動の 定量的

関係を確立する こ と とされて い る．基礎構造物上

部の橋脚 ， けた などの 構造体は一
般に剛で はある

が ， ス レ ンダー
で高い 橋脚な どに あ っ て は ， 振動

時に高 さ方向の振動分布が一
様でな く，加速度，

部材応力も著 しく複雑な分布状態 になる と思われ

る．構造物設計分科会におい て は ， 各種構造物 の

振動実験例 を集め て 解析す る こ とに よ っ て ， 構造

形式別振動 モ デル の 作成 と構造物 の 振動体質と も

言うべ き構造物固有周期 目安表の 確定を試みて い

る． こ れ らの 作業の 最終的な 目標は ， 複雑な地震

動が発生 した とき， 当該構造物の 耐震限度 （構造

物 の 安定度 ， 応力度な どの 対震応 答）が ど こ に あ

る か を究明する こ とで あ る．

　走行安全分科会におい て は ， 高速走行中地震に

遭遇 した車両の 挙動解析を行 うため， 振動軌道な

らび に変形軌道 を走行する 1／5 の模型装置 を製作

す る予定で あ る ．琥在装置製作中で ある が実験に

よ っ て ，新たな成果 が生 まれ る こ とが期待され る．

　以 上 ， 地震対策研究の ア ウ トライン で あ るが ，

今 日の 新幹線 の 役割 りを考える とき，今後 さらに

研究 を進展 させ，地震とい う自然現象に対 して も，

より高い信頼度を得る ように前進す る こ とが重要

で あ る と認識され る し だ い で あ る．

　　　　　　　　　　 （原稿 受 付 　昭 和 51 年 4 月 13 日）

騨 蝋縮 通産省 ・重要技術研 究開発補助金決定 （そ の 3）

　（818 ペ ージ よ り）

　環境保全対策技術＝▽金属 ク ロ ム の 無公害 プ ロ セ ス

（東洋曹達工 業）， ▽
一

体成形 の 電解槽製造 の 企業化開

発 （弘 進 ゴ ム ），　▽ 鉱業廃棄物 の 資源 化技 術 （秋 田県

パ イ プ流送鉱業公社）， ▽熱分解に よ る廃水 ス ラ ッ ジ

の 無公 害化処理 プ ロ セ ス （月島機械），　▽ 脱硝 プ ロ セ

ス を 備 え た セ メ ン ト焼成技術 （三 菱重工 ）， ▽ 低 NOx

ボ イ ラ （三 井造船），▽ 光化学反応 に よ る COD ，　BOD

原因物質の 除去方法 （東洋興産）， ▽管形逆浸透膜 に

よ る下水高度処理装置 （日本揮発油）， ▽ プ ロ セ ス の

転換 に よ る省排水茹 め ん シ ス テ ム （ト
ー

キ ョ
ーメ ユ

キ，尾久葉鉄 工所）， ▽ 塩基性物質を捕促す る石炭を

ベ ー
ス と した交換吸着剤の 開発 （北炭化成），　▽ ポ リ

ゥ レ タ ン フ ォ
ーム 廃棄物 の溶解及 び原料再生 （第

一
工

業製薬），▽ 環境監視 の た め の 多成分 自動計測器 （東

芝）， ▽静電浄油プラ ン ト試作並びに 静電浄油機 の 実

用化試作 （ク リ
ーン テ ッ ク）， ▽ マ イ ク ロ フ ァ イ バ 複

合体を使用 し た 廃水処理 シ ス テ ム （三 菱 レ イ ヨ ン ），

▽石油化学 コ ン ビナ
ート排水 の ク 卩

一ズ ドシ ス テ ム

（三 菱油化），　 ▽ 工 楊排 ガ ス 中の 有害成 分 （有機ガス

粉 じ ん タ
ー

ル ）状物質の 同時処理技術 （松 下 電器 ），

▽ 無公害原木くん蒸シ ス テ ム （日立造船）， ▽活性炭

素繊維製造 （東洋紡績）， ▽ りん 酸系産業廃棄物 の 処

理技術 （丸善フ ァ イ ン ケ ミ カ ル ）， ▽ ピ ッ チ 含有耐火

製品 の 炭化促進処理方法 （日空 工 業）， ▽ ヘ ドロ （底

質）の 化学的処理 （日本揮発油，佐伯建設），▽新規 キ

レ
ー

ト樹脂処理 に よ る廃水 （焼却場）中の 重 金 属除却

技術（n ニ チ カ ）， ▽非水系染色化 ク ロ
ーズ ドプ ロ セ ス

（鐘紡， 三 菱化成）， ▽ 加熱炉 か ら 発生 す る 窒素酸化

物技術開発 （日本 ス ピ ン ドル ）， ▽ ア
ー

ク 炉 に よ る下

水 ス ラ ッ ジ の処理 （大同製鋼）， ▽ モ ミ穀廃棄物 の 人

工 培工 化 （トピー工 業），　▽ 高熱 ジ ェ ッ ト廃棄物 処 理

装置 （安永理 研 ， 三 研 工 業）， ▽ 廃水 の 高度処理 （岩尾

磁器 ， 大機 ゴ ム ），　 ▽ 石油 タ ン ク などの 油性 ス ラ ッ ジ

処理（三 菱重工 ）， ▽乾式触媒に よ る小形硝子溶解炉用
脱硝 技術 （三 菱化 工 機，日本硝 子 製品工 業会）， ▽ 短

時間硬化 の 無公害紫外線硬化 エ ナ メル コ
ー

テ ィ ン グシ

ス テ ム （目本ペ イ ン ト）， ▽ 産業廃棄物 （廃ガラ ス 繊

維，廃脱石 こ う） を 再利用 した建築用板材 の 企 業化開

発（朝日特殊合板），▽廃棄ガ ラ ス か らカ レ ッ ト （ガ ラ

ス くず） を 回 収す る シ ス テ ム の 機械設備 の 試作 （山村

硝子 ）， ▽ 燃焼器具排 ガ ス 測定器 の 企業化研究 （堀場

製作所），　　　　　　　　　　　　 〔服部　敏夫〕

（20 ）
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